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公共的な場所の活用に向けた意見交換の場づくり

・活用できる場を、地域の居場所・活動の場として有効活用できるようにする。

・公共的な場所を有効活用できるよう、施設等の管理者と話し合う。

・お互いの意見を尊重しながら、関係者が納得できる活用のルールづくりを目指す。

・地域の公共的な場所を活用したい人で、どうすれば活用できるようになるか一緒に
考えてくれる方を探しています。

・施設等の活用を検討してくださる管理者・管理団体、学校の参加・協力をお願いし
ます。

（仮称）居場所づくり検討グループ

住民有志 地域団体

住民

意見収集・
情報共有

地域の窓口となり、
地域の意見を収集し、
検討グループで共有

グループ メンバー
☆：リーダー

☆久保田、木村、高橋、田中、廣田
憩いの
場づくり

施設管理者
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